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利用者調査結果の集計・分析 

事業評価（職員による自己評価）の 
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訪問調査計画の作成 
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評価者の合議による評価結果のとりまとめ
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報告者の派遣 

事業者内部における評価結果の検討 

日常の業務へのフィードバック

事業評価(経営層による事業プロフィルと 
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第５週 

評価結果の公表へ 

集計・分析結果送付 

概ねの目安です



評 価 料 金 表 
施設種別 利用者調査の方

法 
事業評価の方法 事前説明 

 
結果報告 評価費

用 
特別養護

老人ホー

ム、老人

保健施設 
（利用者

50 名、職

員数 25名 
の場合） 

利用者 10 人程度

にアンケート調査

を実施。必要によ

り聞き取り調査を

実施。 

職員の自己評価結

果を分析後、2 名の

評価者が訪問調査

を実施。訪問時間約

８時間。 

事前に施設職員、利

用者に趣旨や方法

を説明。 

結果や事業改善へ

の課題を報告書に

纏めて提出 
幹部・経営職員に

対する結果報告会

を実施 

60 万円 
 

特別養護

老人ホー

ム、老人

保健施設

（利用者

100 名、職

員数５０

名の場

合） 

利用者 20 人にア

ンケート調査を実

施。必要に応じ対

面による聴き取り

を実施 

職員の自己評価結

果を分析後、2 名の

評価者が訪問調査

を実施。訪問時間約

８時間 

事前に施設職員・利

用者へ趣旨や方法

を説明。 

結果や事業改善へ

の課題を報告書に

まとめ提出。 
幹部・経営職員に

対する結果報告会

を実施。 

90 万円 

訪問介護 
居宅介護

支援 
（利用者

100 名、職

員数 25名

の場合） 

原則として利用者

全員に対するアン

ケート調査。 
必要により訪問調

査。 

職員の自己評価結

果を分析後、2 名の

評価者が訪問調査

を実施。訪問時間約

８時間 

郵送又は集会等に

より、職員の方々に

説明 

結果や事業改善へ

の課題を報告書に

纏めて提出。 
幹部・経営職員に

対する結果報告会

を実施。 

50 万円 

痴呆性高

齢者ｸﾞﾙｰ

ﾌﾟﾎｰﾑ 
（利用者

18 名、職

員数 16名 
2 ﾕﾆｯﾄ） 

ヒヤリング可能な

対象者には聴き取

り調査を実施。利

用者とのコミュニ

ケーションが難し

い場合には、観察

調査や、家族調査

実施。 

職員の自己評価の

分析後 2名の評価者

が訪問調査を実施。

約８時間 

郵送又は集会等に

より職員の方々に

説明。 

結果や事業改善へ

の課題を報告書に

まとめ提出。 
幹部・経営職員に

対する結果報告会

を実施 

60 万円 



 
 
施設種

別 
利用者調査の方法 事業評価の方法 事前説明 結果報告 評価費

用 
保育所 
（利用

者 100
名職員

35 名の

場合） 
 

原則として利用者全

員にアンケート調査 
 
必要により訪問調査 

職員の自己評価結果

を分析後 2 名の評価

者が訪問調査 
訪問時間約 8 時間 

事前に施設職員

/利用者へ趣旨

や方法を説明 

結果や事業改善

への課題を報告

書に纏めて提出 
幹部・経営職員

に対する結果報

告会を実施 

60 万円 

 
＊ 事業所毎にお見積をいたしますのでお気軽にご相談ください。 
上記料金には消費税は含まれて下りません。別途加算させていただきます。 


